
　生徒が同じ高さの目線でお互
いの顔を見あうことができる机
の配置を工夫し、活発な意見交
換ができるようにしています。
　また、得意なことを生かして、
選択したり、意思を伝えたりす
ることができることを大切にし
ています。

【一人でできること、得意なこと
を生かした係活動】【様々な活動
の中で、自らの思いを表現でき
るような選択機会の設定】など、
できること・良いところを増や
していくことで、一人一人の「よ
さ」が生きるかかわりを日々心
がけています。

●「ことば」を意識した授業づくり
　本校では、教員の授業力の向上を目指し、校内研究を行っています。今年度からは、３カ年計画で『「３つ
の資質・能力の育成」を目指す学習の基盤となる「言語能力」の育成』というテーマで、少人数グループで
の研究をスタートしました。今回の校内研究のキーワードは「言語能力」です。「言語能力」は、情報を取
り入れたり、考えをまとめたり、思いを伝えたりするときに、大きな役割を果たしており、すべての児童生
徒にとって、学習を積み重ねるために大切なものです。研究の１年次である
今年度は、「言語能力」とはどのようなことなのかを全教員で確認し、「言語
能力」を育成する視点から、本校の強みや課題を整理したり、年間指導計画
をもとに児童生徒が学ぶ内容を確認したりしています。今後、授業づくりを
とおして、児童生徒が、様々な表現方法での「ことば」の力を伸ばし、豊か
な生活を送れるようになることを目指し、取り組んでいきます。

　子どもたちは、家庭や学校を基盤としながらも社会とつながって生きていきます。今年度は、子ども
たち一人ひとりが、社会の一員として社会の中で豊かに生きることを目指して、
『子どもたち一人ひとりのよさや可能性を広げながら、社会とのつながりを意識
した「生活に生きる力」を育てること』を学校教育目標に取り上げ、さらに、目指す
子供の姿を掲げました。
　学校だよりでは、学校教育目標の達成に向けた様々な取り組みを紹介していき
ます。また、学校のホームページにおいても、子どもたちの活動の様子をお届け
していきます。そして、保護者の皆様や地域の皆様をはじめとした「社会ととも
に歩む学校」をつくっていきたいと思っています。どうぞよろしくお願いします。

学校だより

『一人一人のよさや可能性を広げ、「生活に生きる力」を育み、
自立し社会参加できる児童生徒の育成を目指す。』
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学校経営・運営ビジョンに基づく、本校の取り組み状況をおしらせします。

お知らせ ▶

校 長　 齊 藤　恵 子

本校の取り組みをホームページに随時アップしています。ぜひご覧ください！！

「生活に生きる力」を育てる

主体的に生きる児童生徒

目指す子供の姿

中学部 高等部
学校が楽しく、笑顔で過ごせる
ことと、児童一人一人の「自分
でできた！」という経験を大切
にしています。また、児童の興
味関心から話題が広がり、児童
同士が学び合う学級を目指して
います。

小学部

心豊かに生きる児童生徒 健やかに生きる児童生徒主体的に生きる児童生徒

学校教育目標

●児童生徒の「よさ」が生きる学級づくり

心豊かに生きる児童生徒

すてきな写真立てができたね !

　本校の給食は、口の動きに適した食形態で提
供、丁寧な食事指導、適した補助具を使うことで、
食事を楽しみながら上手に食べることができる
ように支援しています。食事指導で取り組む内
容が記載されて
いる食事支援ガ
イドを活用しな
がら、「安全で
おいしく楽しい
食事」を目指し
ています。

①「パーソナルフェイスノー
ト」・「本人・保護者の願い」
を基に担任が作成します。

②事前にお渡しして確認して
いただきます。

懇談前（担任→保護者）

原本を支援ファイルに綴じ
て保管いただきます。

地域の相談支援との話し合
い等で活用することができ
ます。

懇談後（保護者）

①お子さんの教育的支援の方向性、
合理的配慮の検討と記載内容の確
認をします。

②合意の場合、保護者さんには、確
認欄に自署をしていただきます。

（合意が得られるまで話し合いを重ねます。）

懇談（担任と保護者）

●児童生徒の「よさ」を明確にした個別の教育支援計画の作成と活用
　個別の教育支援計画は 3 年後の育ちを見越して作成します。子どもたち一人一人の「よさ」を大切に、
その「よさ」や「可能性」が広がっていくように本人・保護者さんと学校が一緒に作成していきます。

健やかに生きる児童生徒

　本校の医療的ケア
は、看護師だけでは
なく、研修を受けた教
員も看護師のサポート
を得ながら、ケアを実
施しています。教員と
看護師が協働することで、児童生徒の体調が整
い、集中して学習に取り組んだり学習を積み重ね
たりできること、ケアをとおして児童生徒との信
頼関係を深めていくことを大切にしながらケアを
実施しています。

●食事支援ガイドを活用した安全な食指導 ●協働を意識した安心・安全な医療的ケア


